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10月の意向
【
一
般
】
終
末
の
床
に
あ
る
人
々
へ
の
支
え

【
宣
教
】
世
界
宣
教
の
日

【
日
本
の
教
会
】
諸
宗
教
対
話
の
推
進

教
皇
様
の
意
向
の
た
め
に
祈
り
ま
し
ょ
う

　

交
通
安
全
管
理
者
講
習
会
に

行
っ
た
。
こ
の
時
、
あ
る
大
学
の

名
誉
教
授
の
講
演
が
あ
っ
た
。
教

授
曰
く
、「
車
の
お
祓
い
に
神
社

に
よ
く
来
る
。
そ
し
て
、『
こ
れ

で
安
心
だ
。
こ
れ
か
ら
は
事
故
は

な
い
』と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
。

し
か
し
、
い
つ
か
、
不
慮
の
事
故

を
起
こ
し
た
り
、
事
故
に
あ
っ

た
り
す
る
こ
と
が
多
い
」。
続
け

て
、「
車
の
お
祓
い
を
し
て
も
ら

う
時
は
、
実
は
神
さ
ま
と
、『
決

し
て
事
故
は
起
こ
し
ま
せ
ん
。
安

全
運
転
に
努
め
ま
す
の
で
、
私
と

車
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
』
と
約
束

を
す
る
の
だ
。
そ
の
約
束
を
し
に

来
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け

な
い
」
と
▲
教
会
に
も
「
車
の
祝

別
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
っ
て

く
る
。
確
か
に
司
祭
は
、「
こ
の

車
と
御
者
を
不
慮
の
事
故
か
ら
守

り
、
安
全
運
転
が
出
来
ま
す
よ
う

に
」
と
祈
り
、
聖
水
を
注
ぐ
。
悪

の
仕
業
を
断
つ
よ
う
に
祈
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
持
ち
主
が
運
転

に
注
意
し
て
な
け
れ
ば
ど
う
な
る

だ
ろ
う
か
。
神
を
信
じ
る
の
は
よ

い
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
、
自
分

で
も
努
力
し
な
い
と
願
い
事
は
叶

わ
な
い
の
で
あ
る
▲
普
段
で
も
、

「
教
会
の
ミ
サ
に
も
来
ま
す
。
祈

り
も
し
ま
す
」だ
け
で
は
、ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
足
り
な
い
の
か
も
。
神

の
掟
の
一
部
は
守
る
が
、
全
体
的

に
見
て
、
実
行
し
て
い
な
い
所
が

多
け
れ
ば
、
神
の
方
も
致
し
方
な

い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
で

も
神
は
善
人
に
も
、
悪
人
に
も
恵

み
を
く
だ
さ
る
。
し
か
し
、
そ
の

恵
み
は
「
神
の
思
い
を
も
っ
と
理

解
し
、
神
の
喜
び
に
至
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
る
ま
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ

の
間
「
洗
礼
の
秘
跡
」
に
与
っ
た

人
た
ち
は
、『
神
と
の
約
束
』
を

保
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。毎
週『
約

束
の
更
新
』
を
し
て
い
る
人
た
ち

は
、
日
常
生
活
で
そ
れ
を
果
た
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。　

（
Ｓ
）

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
半
年
が

過
ぎ
た
。
去
る
９
月
11
日
は
大

名
町
教
会
の
み
な
ら
ず
東
京
は

じ
め
各
地
で
キ
リ
ス
ト
者
が
集

ま
っ
て
合
同
礼
拝
が
捧
げ
ら
れ

た
。「
災
い

転
じ
て
福
と

な
す
」
と
い

う
こ
と
わ
ざ

が
あ
る
が
、

こ
の
大
震
災

は
わ
た
し
た

ち
の
信
仰
の

基
本
で
あ
る

「
祈
り
」
の
大
切
さ
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
を

信
じ
る
者
同
士「
一
緒
に
祈
る
」

こ
と
が
で
き
、
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
う
。

　

教
区
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
て
最
近
思
う
の

は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
の

「
礼
拝
に
与
っ
て
み
た
い
」「
と
も

に
聖
書
を
読
み
、
分
か
ち
合
っ
て

み
た
い
」「
ど
の
よ
う
に
信
仰
生

活
を
生
き
て
い
る
か
聞
い
て
み
た

い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
然

礼
拝
で
の
違
和
感
や
考
え
方
の
違

い
が
出
て
く
る
と
思
う
。
そ
う
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
う
え
で
あ
ら
た

め
て
「
と
も
に
祈
る
」
と
い
う
時

が
持
て
た
ら
、
と
思
う
。
年
に
一

度
の
「
キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
祷
週

間
」
や
「
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
」
の

イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
は
な
く
、
普
段

か
ら
キ
リ
ス
ト
者
同
士
が
交
わ
れ

た
ら
う
れ
し
く
思
う
。

　

「
朝
祷
会
」
と
い
う
集
会
が
あ

る
。
50
年
以
上
も
続
い
て
い
る

キ
リ
ス
ト
者
の
集
会
で
、
祈

り
、朝
食
を
共
に
分
か
ち
合
う
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
青
年
の
参

加
は
少
な
い
。
そ
こ
で
感
じ
る

こ
と
で
あ
る
が
、
エ
キ
ュ
メ
ニ

ズ
ム
の
こ
れ
か
ら
の
歩
み
の
た

め
に
、
将
来
に
向
け
て
青
年
た

ち
を
中
心
に
し
た
教
派
を
こ
え

た
交
わ
り
、
例
え
ば
練
成
会
や

黙
想
会
、
聖
書
勉
強
会
な
ど
を

開
催
し
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う

か
？　

違
い
を
感
じ
取
り
な
が

ら
、
共
通
の
話
題
や
問
題
に
出

会
っ
て
、
共
に
深
め
て
い
く
場

は
き
っ
と
社
会
や
家
庭
で
自
分

の
信
仰
を
新
た
に
す
る
き
っ
か

け
と
な
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
　
　

聖
パ
ウ
ロ
会
修
道
士

創
立
50
周
年
・
新
聖
堂
献
堂

　

笹
丘
教
会（
遠
山
満
主
任
司
祭
）

は
、
１
９
６
１
年
７
月
30
日
に
福

岡
教
区
長
故
深
堀
仙
右
衛
門
司
教

に
よ
る
献
堂
式
を
も
っ
て
茶
山
教

会
よ
り
分
割
、
東
田
島
教
会
と
し

て
歩
み
を
始
め
た
。
聖
ア
ウ
グ
ス

チ
ノ
を
保
護
の
聖
人
と
し
、
信
徒

数
わ
ず
か
30
人
足
ら
ず
で
の
出
発

で
あ
っ
た
。
後
の
区
画
整
理
に
伴

い
笹
丘
教
会
と
改
名
し
た
。

　

聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
回
心
よ
り

１
６
０
０
年
を
祝
っ
た
１
９
８
６

年
、
教
会
創
立
25
周
年
の
年
に
は

信
者
数
は
６
２
０
人
に
な
っ
て

い
た
。
そ
し
て
本
年
、
信
徒
数

８
５
２
人
で
創
立
50
周
年
を
盛
大

に
祝
う
喜
び
を
得
た
。

　

こ
の
50
年
間
に
16
人
の
ア
ウ
グ

ス
チ
ノ
会
士
が
こ
の
小
教
区
で
奉

仕
し
た
。
ま
た
こ
れ
ま
で
、
５
つ

の
修
道
女
会
の
シ
ス
タ
ー
方
が
幼

稚
園
で
の
使
徒
職
に
携
わ
っ
て
き

て
い
る
。

　

２
０
１
１
年
９
月
３
日
、
献
堂

式
は
宮
原
良
治
司
教
の
司
式
に

よ
っ
て
挙
行
さ
れ
た
。
心
配
さ
れ

た
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
最
高
の

Br. 阿部光一

『
司
祭
の
家
』
が
完
成　

静
か
に
始
動

カ
ト
リ
ッ
ク

笹
丘
教
会

 長崎教会管区（九州全教区）では、岩手県の大槌
にサポートセンターの開設を急いでいます。但し、
仙台駅から大槌まで４時間近くかかりますから、数
日のボランティア希望の方には仙台サポートセン
ターなどに紹介しています。下記の支援室にＦＡＸ
かメールで申込んでいただければ、後日、仙台サポー
トセンターから必要に応じた派遣場所の連絡が直接
あります。
■ボランティア募集の条件
　＊男女を問いませんが、20歳以上。
　＊心身ともに健康であり、健康管理が出来る方。
　＊基本的マナーを守り、集団生活を行える方。
■支援室連絡用
　電話：092-522-5139　ＦＡＸ：092-523-2152
　Mail：cdf-curia01@mbe.nifty.com

東日本大震災「福岡教区・被災者支援室」

東日本大震災支援ボランティアへ参加を
希望、または予定されている方へ

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル 

堤
敏
雄
神
父
帰
天

　

９
月
６
日
（
火
）、念
願
の
「
司

祭
の
家
」
が
完
成
し
、
落
成
・
祝

福
式
が
行
わ
れ
た
。

　

従
来
の
「
司
祭
の
家
」
で
は
、

部
屋
数
、
居
住
空
間
、
訪
問
者
や

奉
仕
者
の
対
応
な
ど
の
面
で
課
題

が
多
く
、
辞
任
司
祭
の
こ
れ
ま
で

の
功
績
に
対
し
、
感
謝
と
尊
敬
に

値
す
る
新
し
い
施
設
が
必
要
と
判

断
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
検
討
す
る
た

め
に
司
祭
団
か
ら
「
司
祭
の
生
活

部
会
」小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　

小
委
員
会
は
、
先
ず
司
祭
団
の

要
望
を
尋
ね
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
候
補
地
の
選
定
、
設
計
会
社

の
選
定
、
設
計
図
面
の
検
討
な
ど

多
岐
に
渡
っ
て
審
議
を
重
ね
、
昨

年
９
月
か
ら
着
工
し
、
約
一
年
か

の
調
子
は
ど
う
？
』
と
体
を
厭
う

言
葉
を
交
わ
し
、
そ
れ
が
習
慣
に

な
っ
て
い
た
。
先
に
逝
っ
た
鵜
野

泰
年
神
父
へ
の
挨
拶
を
彼
が
し
た

ば
か
り
だ
っ
た
の
に
、
今
度
は
私

が
あ
な
た
に
す
る
番
に
な
ろ
う
と

は
…
」
と
旧
友
の
死
を
惜
し
み
涙

し
な
が
ら
弔
辞
を
述
べ
た
。

　

喪
主
は
教
区
長
宮
原
良
治
司
教

が
務
め
、
堤
神
父
の
真
面
目
さ
、

謙
遜
さ
、温
か
さ
を
ほ
め
な
が
ら
、

「
彼
は
、
司
祭
と
し
て
の
使
命
と

責
任
を
十
分
に
果
た
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
天
国
か
ら
の
祈
り
と
支
え

を
お
願
い
し
た
い
」
と
話
し
、
遺

族
と
大
勢
の
参
列
者
に
お
礼
を
述

べ
た
。
な
お
堤
敏
雄
神
父
の
遺
骨

は
司
教
館
に
安
置
さ
れ
、
11
月
13

日
教
区
の
和
田
墓
地
に
納
骨
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

新
聖
堂
を
祝
別
す
る
宮
原
司
教

⇒
聖
堂
を
中
心
に
信
徒
会
館
、
修
道

　

院
が
一
体
。
左
奥
は
幼
稚
園

　

８
月
25

日
（

木

）

に
フ
ラ
ン

シ

ス

コ
・

ザ
ビ
エ
ル

堤
敏
雄
神
父
は
肝
臓
癌
の
た
め
聖

マ
リ
ア
病
院
（
久
留
米
市
）
で
逝

去
。
享
年
79
歳
。

　

翌
日
26
日
（
金
）
に
大
名
町
教

会
で
通
夜
が
営
ま
れ
、27
日
（
土
）

11
時
よ
り
同
教
会
で
葬
儀
ミ
サ
・

告
別
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

ミ
サ
の
中
で
、
甥
の
牧
山
美
好

神
父
が
説
教
壇
に
立
ち
、
敏
雄
神

父
の
司
祭
と
し
て
の
真
摯
な
歩
み

や
自
分
の
司
祭
召
命
へ
の
関
わ
り

な
ど
、
そ
の
思
い
出
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、
告
別
式
で
は
司
祭
団
代

表
と
し
て
平
田
敬
神
父
が
、「
堤

神
父
と
は
会
う
度
に
『
元
気
？
体

一
日
で
あ
っ
た
。
３
６
０
人
の
教

会
関
係
者
が
集
い
、
新
教
会
が
神

に
捧
げ
ら
れ
た
。
聖
堂
内
に
は

２
８
０
人
分
の
席
し
か
な
く
、
80

人
の
参
列
者
は
隣
接
す
る
幼
稚
園

の
ホ
ー
ル
に
設
け
ら
れ
た
モ
ニ

タ
ー
を
通
し
て
、ミ
サ
に
与
っ
た
。

　

笹
丘
教
会
信
者
一
同
は
、「
イ

エ
ス
様
と
マ
リ
ア
様
に
喜
ば
れ
る

共
同
体
作
り
を
め
ざ
し
、
全
体
が

一
つ
に
な
っ
て
、
地
域
に
開
か
れ

た
教
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
肝

心
」
と
福
音
宣
教
の
使
命
に
燃
え

て
い
る
。

　

新
教
会
は
聖
堂
を
中
心
に
左
手

に
納
骨
堂
、
多
目
的
ホ
ー
ル
な

ど
、
右
手
が
修
道
院
で
、
総
床
面

積
９
９
７
平
方
メ
ー
ト
ル
。

け
完
成
に
至
っ
た
。

　

尚
、
３
階
建
て
の
司
祭
の
家
の

延
べ
床
面
積
は
９
３
０
㎡
、
総
工

費
約
２
億
円
。
部
屋
数
は
老
後
の

司
祭
の
た
め
に
６
つ
、
ゲ
ス
ト

ル
ー
ム
２
つ
、
司
祭
が
休
憩
で
き

る
部
屋
２
つ
が
備
え
て
あ
る
。

　

宮
原

良
治
司

教
は
式

中

に
、

「

司

祭

の
老
後

の
生
計

と
住
居

を
配
慮

す
る
こ

と
は
教

会
の
教
え
に
基
づ
く
も
の
で
、
司

祭
職
を
十
分
に
果
た
し
終
え
た
辞

任
司
祭
が
、
そ
の
家
で
往
年
の
司

祭
職
へ
の
感
謝
と
ね
ぎ
ら
い
を
受

け
な
が
ら
、『
永
遠
の
司
祭
職
』

の
総
仕
上
げ
を
し
て
頂
き
た
い
と

の
思
い
で
建
設
を
発
起
し
ま
し

た
。
多
く
の
方
々
の
祈
り
と
犠
牲

と
支
援
に
よ
っ
て
完
成
に
至
っ
た

こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。
ま
た
、
建

設
に
携
わ
っ
た
方
々
や
陰
で
支
え

て
下
さ
っ
た
方
々
に
も
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
」と
語
っ
た
。

　

祝
福
式
で
は
関
係
者
、
参
加
者

と
共
に
神
に
感
謝
と
賛
美
の
祈
り

を
捧
げ
、
各
部
屋
を
回
り
、
聖
水

を
注
い
だ
。
最
後
に
は
参
列
者
全

員
に
も
聖
水
を
注
ぎ
、祝
福
し
た
。

続
く
落
成
式
で
は
、
司
教
総
代
理

の
平
田
敬
神
父
が
建
設
に
携
わ
っ

た
人
た
ち
や
参
列
者
へ
丁
重
に
御

礼
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
司
教
よ
り
建
設
会
社

菜
の
実
建
設
工
房
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
。

　

菜
の
実
建
設
の
社
長
桑
原
実
氏

は
、「
仕
事
中
に
暑
い
日
も
続
い

た
り
し
ま
し
た
が
、
思
い
と
情
熱

と
確
信
を
も
っ
て
皆
頑
張
り
ま
し

た
。
立
派
に
完
成
し
て
良
か
っ
た

で
す
。
今
は
娘
を
手
放
す
よ
う
な

思
い
で
す
。
末
長
く
愛
し
て
く
だ

さ
い
」と
御
礼
の
言
葉
を
返
し
た
。

　

こ
の
後
場
所
を
司
教
館
の
五
階

に
移
し
、
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
共

に
喜
び
の
一
時
を
過
ご
し
た
。

宮原司教、教区民と霊名の祝日を祝う

　8月 8日（月）、大名町教会にて聖ドミニコの
霊名を頂く宮原良治司教を囲んで、祝いのミサ
と茶話会が行われた。司教はミサの始めに、「司
祭団、修道者、信徒の皆さんと共に捧げるミサ
の中で、神と地域社会から喜ばれる教会作りの
ために祈りましょう」と誘った。
　また、「教会と社会を遊離させることなく、信
仰と生活を自分に於いて一つにしていく必要が
あります」と諭した。茶話会にも大勢の人がつ
めかけ、司教にお祝いの言葉を掛けていた。司
教は「若さで頑張っていきます。皆さまのお力
添えをお願いします」と述べた。

2011 年
９月３日
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カトリック福岡教区報2011年10月１日発行 第646号 （2）

祈りたい時　祈るために／疲れた時　休むために／学びたい時　学ぶために
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　　　　　　個室（ベッド使用なし　2,000円）（ベッド使用　3,000円）

　　　　　　昼食（1,000円）を希望される場合は、3日前迄に申込必要
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描
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深
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正
平

ち
ょ
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と

　

一
息

教区役務の任命に際して（新しいぶどう酒は新しい皮袋に）
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宣
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員
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Ｓ
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＊
Ｄ
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仕
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司
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＊
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＊
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＊
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＊
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司
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司
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＊
Ｄ
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マ
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ケ
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＊
最
寄
巌
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◆
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聖
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委
員
会
（
青
木
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▽
典
礼
・
儀
式
部

　

＊
一
ノ
瀬
輝
幸

　

＊
櫻
井
尚
明

▽
聖
化
企
画
・
推
進
部

　

＊
十
時
伸
冶

▽
信
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推
進
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Ｆ
・
マ
ッ
ケ
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介

▽
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教
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マ
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＊
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寄
巌
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＊
Ｍ
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▽
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ス
ジ
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パ
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成
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＊
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井
忠
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◎
正
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と
平
和

　

＊
中
村
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ブ
ル
ー
ニ

◎
差
別
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＊
Ｓ
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チ
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ー
ド

◎
人
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Ｐ
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ス
タ
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谷
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尚
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難
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移
動
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Ｍ
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コ
ー
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サ
ン
ト
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＊
Ｗ
・
デ
ン
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＊
井
手
公
平

▽
福
祉
部

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

　

＊
牧
山
美
好

　

＊
中
村
信
哉

◎
障
害
者
・
依
存
症
・
介
護

　

＊
今
田
昌
樹

　

＊
鈴
木
忠
一

◎
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
等
の
支
援
・

　

高
齢
者
と
独
身
者
ケ
ア

　

＊
伊
東
成
晃

　

＊
杉
原
寛
信

◎
教
誨
師

　

＊
森
山
信
三

　

＊
寺
浜
亮
司

　

＊
伊
東
成
晃

◆
教
区
情
報
セ
ン
タ
ー
（
森
山
信

　

三
）

▽
教
区
情
報
部
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
部

　

＊
森
山
信
三

　

＊
永
富
久
雄

　

＊
谷
口
尚
志

▽
教
区
資
料
・
図
書
管
理
部
・
図

　

書
検
閲

　

＊
渡
邊
隆
義

　

＊
牧
山
強
美

　

＊
髙
木
善
行

◆
建
設
・
財
務
委
員
会
（
松
井
忠

　

之
）」

▽
財
務
部
・
資
産
運
用
部

　

＊
松
井
忠
之

　

＊
深
堀
勝
人

▽
建
設
部

　

＊
青
木
悟

　

＊
竹
森
勇

▽
文
化
遺
産
管
理
部

　

＊
牧
山
美
好

　

＊
岩
崎
康
彦

▽
墓
地
・
納
骨
堂
管
理
部

◆
特
別
委
員
会（
Ａ
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Ｈ
Ｏ
Ｃ
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▽
福
岡
教
区
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震
災
被
災
者
支
援

　

室
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松
井
忠
之
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伊
東
成
晃

◆
教
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直
営
事
業

▽
宗
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カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
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山
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三

　

＊
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学
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福
岡
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リ
ッ
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学
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＊
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上
惣
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学
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佐
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学
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＊
平
田
敬

▽
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勝
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島
司
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ェ
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運
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徒
使
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▽
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リ
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岡
）

　

＊
Ｈ
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▽
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猛
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悟

　

＊
櫻
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尚
明

　

＊
森
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信
三

　

＊
司
教
総
代
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＝
平
田
敬

　

＊
教
区
本
部
主
管
＝
川
上
惣
一

　

＊
教
区
書
記
長
・
会
計
＝
松
井

　
　

忠
之

◆
司
教
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問
団

　

＊
平
田
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＊
牧
山
勝
美

　

＊
竹
森
勇

　

＊
深
堀
勝
人

　

＊
山
元
眞

　

＊
松
井
忠
之

　

＊
川
上
惣
一

　

＊
青
木
悟

　

＊
Ｄ
・
マ
ル
ケ
ッ
ト

◆
司
祭
評
議
会

▽
互
選
の
評
議
員

　

＊
竹
森
勇

　

＊
深
堀
勝
人

　

＊
杉
原
寛
信

　

＊
森
山
信
三

　

＊
中
村
彰

　

＊
寺
浜
亮
司

　

＊
Ｍ
・
コ
ー
ス

　

＊
Ｇ
・
ブ
ル
ー
ニ

　

＊
Ｆ
・
マ
ッ
ケ
イ

　

＊
Ｄ
・
マ
ル
ケ
ッ
ト

　

＊
遠
山
満

　

＊
来
住
英
俊

▽
職
務
上
の
評
議
員

　

＊
平
田
敬
（
司
教
総
代
理
）

　

＊
川
上
惣
一（
教
区
事
務
局
長
）

　

＊
松
井
忠
之
（
教
区
会
計
）

　

＊
牧
山
強
美
（
神
学
院
院
長
）

▽
司
教
指
名
の
評
議
員

　

＊
牧
山
勝
美

　

＊
山
元
眞

　

＊
櫻
井
尚
明

　

＊
青
木
悟

　

＊
下
町
豊
重　

◆
既
定
の
地
区
長

▽
福
岡
＝
櫻
井
尚
明

▽
北
九
州
＝
山
元
眞

▽
佐
賀
＝
平
田
敬

▽
熊
本
＝
牧
山
勝
美

▽
筑
後
＝
下
町
豊
重

２
０
１
１
年
９
月
付
役
務
者
名

　

９
月
に
新
し
く
任
命
を
受
け
た

司
祭
達
に
よ
る
評
議
会
が
９
月
13

日
に
司
教
館
に
て
行
わ
れ
た
。

　

宮
原
良
治
司
教
の
挨
拶
と
祈
り

か
ら
始
ま
っ
た
評
議
会
で
は
、
先

ず
、「
教
区
の
組
織
見
直
し
」
に

つ
い
て
の
そ
の
後
の
報
告
が
司
教

よ
り
行
わ
れ
た
。

　

司
教
よ
り
打
ち
出
さ
れ
、
長
き

に
渡
り
検
討
さ
れ
て
き
た
教
区
の

組
織
の
見
直
し
作
業
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
司
祭
に
新
し
い
役
務
を
任
命

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
夏
決

着
を
見
た
（
今
月
号
こ
の
面
に
掲

載
）。

　

司
教
の
各
司
祭
に
対
す
る
宣
教

司
牧
へ
の
期
待
と
教
区
民
の
宣

教
・
聖
化
・
信
仰
養
成
・
社
会
へ

の
奉
仕
の
活
性
化
が
伺
え
る
も
の

で
あ
る
。
特
徴
的
な
も
の
は
、
教

区
で
働
く
司
祭
団
全
体
を
網
羅
し

て
い
る
点
と
、
推
進
に
当
た
っ
て

中
枢
的
な
働
き
を
す
る
「
教
区
本

部
会
議
」
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
司
教
を

中
心
に
、
司
祭
団
の
一
致
協
力
が

求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
報
告
に
基
づ
い
て
、
評
議

員
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
さ

れ
た
が
、
結
果
と
し
て
司
教
の
意

向
に
沿
っ
た
形
で
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

報
告
の
後
、
議
題
と
し
て
挙

が
っ
た
の
は
11
月
23
日
（
勤
労
感

謝
の
日
）に
予
定
さ
れ
て
い
る「
教

区
の
日
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

新
し
く
設
け
ら
れ
た
教
区
の
日

を
前
に
、
世
話
役
と
し
て
松
井
神

父
、
川
上
神
父
、
櫻
井
神
父
、
寺

浜
神
父
、
一
ノ
瀬
神
父
が
選
出
さ

れ
た
。
こ
れ
か
ら
の
動
き
が
注
目

さ
れ
る
。

　

教
区
民
も
準
備
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

　

更
に
、来
年
度
の
「
教
区
目
標
」

に
つ
い
て
挙
げ
ら
れ
た
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
各
地
区
の
司
祭
集

会
に
て
検
討
さ
れ
、
次
回
の
評
議

会
に
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
他
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
担

当
司
祭
よ
り
、
各
地
区
か
ら
エ

キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
担
当
者
を
出
し
て

ほ
し
い
と
の
要
請
が
あ
っ
た
こ
と

が
伝
え
ら
れ
た
。

　

今
回
も
白
熱
し
た
雰
囲
気
の
中

で
、会
議
は
午
後
に
ま
で
及
ん
だ
。

司
教
を
頭
と
し
て
、
教
区
の
諸
々

を
検
討
・
決
定
し
て
い
く
司
祭
評

議
会
の
今
後
が
期
待
さ
れ
る
。

新
し
い
役
務
を
受
け
て
司
祭
評
議
会
開
催

　

教
区
内
の
委
員
会
や
担

当
や
指
導
者
な
ど
の
教
区

役
務
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
新
た
な
任
命
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
使
命
や

目
的
や
本
質
を
変
更
し
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
よ
り
良
い
理
解
と
機

能
性
を
考
慮
し
て
従
来
の

役
職
に
若
干
の
交
通
整
理

を
試
み
ま
し
た
。

　

教
会
の
本
質
と
使
命
は

福
音
宣
教
で
す
。
福
音
宣

教
し
な
い
教
会
は
教
会
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

　

福
岡
教
区
７
５
０
万
の

市
民
に
、
神
に
愛
さ
れ
る

喜
び
と
主
の
食
卓
の
豊
か

さ
を
つ
た
え
る
た
め
に
、

教
会
共
同
体
が
全
体
と
し

て
組
織
的
に
、
体
系
的
に

か
つ
一
貫
性
と
永
続
性
を

保
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
と
使
命
と
責
任
を

果
た
す
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
姿
と
営
み
は
キ

リ
ス
ト
の
神
秘
的
な
体
と

し
て
理
解
さ
れ
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
に

よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
人
々

が
有
機
的
か
つ
組
織
的
に
結
合
し

て
全
体
と
し
て
一
つ
の
体
を
構
成

し
つ
つ
、
教
会
共
同
体
も
全
体
と

し
て
の
連
係
と
調
和
と
一
致
の
中

で
、
各
部
門
が
活
躍
す
る
時
に
、

そ
の
使
命
と
任
務
と
責
任
を
正
常

に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　

福
音
宣
教
の
推
進
の
た
め
に
３

つ
の
柱
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
の
姿
、
つ

ま
り
「
預
言
者
」「
大
祭
司
」「
良

き
牧
者
」
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
の

姿
か
ら
、「
教
え
る
任
務
」「
聖
化

の
任
務
」「
奉
仕
の
任
務
」
の
３

つ
で
す
。
そ
れ
ら
の
任
務
を
遂
行

す
る
た
め
に
、
①
「
養
成
教
化
委

員
会
」、
②
「
生
活
聖
化
委
員
会
」

③
「
社
会
福
音
化
委
員
会
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
３
つ
の
委
員
会
の

連
係
と
結
合
を
強
め
る
た
め
に
、

④
「
教
区
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
、

更
に
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
前
提
と
な

る
、
⑤
「
建
設
・
財
務
委
員
会
」

が
必
要
で
す
。

　

そ
し
て
、
総
て
の
活
動
の
出
発

点
と
最
終
目
標
が
福
音
宣
教
で
す

か
ら
、
各
委
員
会
の
総
務
と
統
括

と
し
て
、
⑥
「
宣
教
委
員
会
」
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
各
委
員
会
の
責

任
者
と
各
地
区
長
と
宗
教
法
人
の

責
任
者
で
構
成
さ
れ
る
「
教
区
本

部
会
議
」
が
重
要
な
役
割
を
担
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

各
委
員
会
に
は
担
当
司
祭
と
協

力
す
る
信
徒
も
必
要
で
す
し
、
各

委
員
会
の
相
互
の
連
係
も
必
要
で

す
。
福
岡
教
区
が
宣
教
共
同
体
と

し
て
よ
り
よ
い
成
長
、
発
展
す
る

こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

◆
委
員
会
、（
委
員
長
）、
▽
部
会
名
、
部
会
の
筆
頭
が
担
当
責
任
者
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教
区
内
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
・
幼
稚
園
が
大
会
や
研
修
会

　

こ
の
７
月
に
は
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
連
盟
第
56
回
教
職
員

研
修
大
会
福
岡
大
会
初
開
催
を
は
じ
め
、
８
月
中
に
は
、
福
岡
教
区

内
の
９
つ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
中
堅
教
職
員
、
続
い
て
福
岡
教
区
立

宗
教
法
人
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
の
主
任
、
さ
ら
に
新
任
教
職
員
研
修

が
行
わ
れ
た
。
ど
れ
も
福
岡
教
区
で
は
新
し
い
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

　

８
月
９
日
・
10
日
、
福
岡

教
区
に
あ
る
９
つ
の
カ
ト

リ
ッ
ク
学
校
が
合
同
で
今
年

度
２
回
目
の
『
カ
ト
リ
ッ
ク

学
校
中
堅
教
職
員
研
修
会
』（
カ

ト
リ
ッ
ク
学
校
校
長
会
主
催
＝

責
任
者
外
川
直
見
神
父
）
を
黙

想
の
家
で
開
催
し
た
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
に
勤
務
す

る
中
堅
教
職
員
（
大
部
分
が
非

信
徒
）
が
「
自
信
を
も
っ
て
カ

ト
リ
ッ
ク
学
校
に
お
け
る
教
育

を
語
る
こ
と
が
で
き
る
」
よ
う

に
な
る
こ
と
が
、
研
修
会
の
目

的
で
あ
る
。

　

近
年
、
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
の

設
立
母
体
で
あ
る
修
道
会
の
修

道
者
が
高
齢
と
な
り
学
校
か
ら

引
退
し
て
ゆ
く
中
で
、
そ
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
ち
、
今
後
も

特
徴
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
の
教

育
を
実
践
し
て
行
く
た
め
、
こ
の

よ
う
な
研
修
の
必
要
性
が
か
ね
て

よ
り
語
ら
れ
て
い
た
。

　

各
校
か
ら
数
人
の
教
職
員
が
派

遣
さ
れ
、
学
校
長
の
参
加
を
含
め

る
と
参
加
者
は
30
人
に
な
っ
た
。

　

宮
原
良
治
司
教
は
、
初
回
（
６

月
24
日
）
と
今
回
も
研
修
会
に
出

席
し
、「
教
会
と
教
育
」
に
つ
い

て
講
話
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校

連
合
会
会
長
の
河
合
恒
男
神
父

は
、
日
本
全
体
の
カ
ト
リ
ッ
ク
学

校
を
と
り
ま
く
状
況
を
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
現
役
の
学
校
長
や
学

校
で
働
く
シ
ス
タ
ー
が
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
姿
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
話
を
担
当
し
た
。

　

各
講
話
の
後
に
は
、
参
加
者
同

教区カトリック学校教職員研修会 教
職
員
研
修
大
会
福
岡
大
会
に
１
４
０
０
人
が
参
加

　

７
月
26
日
と
27
日
に
、
福
岡
市

内
の
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、「
第
56

回
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
連
盟

教
職
員
研
修
全
国
大
会
・
テ
ー
マ

〜
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
は
私
た
ち

の
幸
せ
〜
輝
か
せ
よ
う
！
神
様
か

ら
い
た
だ
い
た
生
命
」
が
開
催
さ

れ
た
。
本
大
会
の
担
当

が
福
岡
教
区
で
あ
っ
た

た
め
、
１
年
前
よ
り
実

行
委
員
会
を
設
け
て
本
大
会
へ
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
た
。　

福
岡
教
区
で
の
開
催
は
初
め
て
。

実
行
委
員
長
の
森
山
信
三
神
父
が

中
心
と
な
り
、
何
度
も
準
備
会
が

開
か
れ
て
い
た
中
、
未
曾
有
の
東

日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
開
催
は

無
理
な
の
で
は
と
の
意
見
も
出
た

が
、「
こ
ん
な
時
こ
そ
被
災
地
の

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
を
応
援
す
る

た
め
に
も
頑
張
ろ
う
」
と
開
催
を

決
定
。
心
配
さ
れ
た
参
加
者
の
数

も
今
ま
で
に
な
い
１
４
０
０
余
人

の
教
職
員
が
全
国
よ
り
集
ま
り
、

被
災
地
か
ら
の
参
加
者
か
ら
、
現

状
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

「
宿
っ
た
こ
と
ば
、
宿
す
こ
と

ば
〜
し
あ
わ
せ
の
記
憶
と
生
き
る

力
を
求
め
て
〜
」
と
題
し
て
古
巣

馨
神
父
が
基
調
講
演
。「
カ
ト
リ
ッ

ク
幼
稚
園
の
使
命
と
は
何
か
と
い

う
問
い
か
け
が
心
に
沁
み
入
り
ま

し
た
」
と
、
多
く
の
参
加
者
の
声

が
あ
っ
た
。

　

大
会
２
日
目
は
７
つ
の
分
科
会

と
、
佐
藤
初
女
（
森
の
イ
ス
キ
ア

代
表
）
さ
ん
の
特
別
講
演
。

　

会
場
は
常
に
満
員
の
状
況
と
感

動
の
声
や
分
か
ち
合
う
参
加
者
の

輪
が
そ
こ
そ
こ
に
充
ち
て
い
た
。

　

実
行
委
員
で
司
会
を
担
当
し
た

聖
心
ウ
ル
ス
ラ
幼
稚
園
の
シ
ス

タ
ー
は
、「
大
変
な
中
に
も
貴
重

な
体
験
と
共
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
幼

稚
園
間
の
絆
が
深
ま
っ
た
良
い
機

会
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
の
使
命
、
そ

れ
は
イ
エ
ス
様
の
存
在
を
子
ど

も
達
の
身
近
に
い
る
私
た
ち
教
職

員
が
生
き
方
を
通
し
、
愛
の
心
を

も
っ
て
伝
え
て
い
く
こ
と
…
。今
、

目
標
に
向
か
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の

幼
稚
園
教
育
を
推
進
し
て
行
く
か

が
問
わ
れ
る
」
と
語
っ
た
。

　

参
加
者
は
「
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚

園
の
教
育
の
在
り
方
を
原
点
か
ら

見
直
す
必
要
が
あ
る
よ
う
だ
」
と

口
を
揃
え
て
語
っ
て
い
た
。

　

続
い
て
北
九
州
の
若
松
天
使
園

で
園
長
を
務
め
る
末
永
憲
江
氏

が
、
自
身
の
主
任
時
代
の
経
験
に

基
づ
い
て
主
任
教
諭
の
在
り
方
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
話
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
分
か
ち
合
い
を
行
っ
た
。

　

各
園
の
異
な
る
状
況
や
夫
々
の

持
つ
悩
み
が
語
ら
れ
、
共
感
と
共

有
の
ひ
と
と
き
を
持
っ
た
。
宮
原

司
教
も
加
わ
り
、
一
人
ひ
と
り
の

話
し
に
耳
を
傾
け
、
励
ま
し
と
勇

気
を
与
え
た
。
最
後
の
ま
と
め
で

は
、
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
司
教
か

ら
示
さ
れ
た
。

　

教
区
で
初
め
て
行
わ
れ
た
幼
稚

園
主
任
教
諭
の
研
修
会
で
あ
っ
た

が
、
参
加
者
の
顔
に
は
満
足
感
一

杯
の
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
。「
参

加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
心
が
洗
わ

れ
た
よ
う
で
し
た
」「
定
期
的
に

こ
の
よ
う
な
集
い
を
設
け
て
ほ

し
い
」「
主
任
と
し
て
の
立
場
が

理
解
で
き
、
有
意
義
な
学
び
の
時

を
頂
き
ま
し
た
」「
共
に
歩
む
こ

と
に
希
望
と
勇
気
を
も
ら
い
ま
し

た
」
と
口
ぐ
ち
に
話
し
て
い
た
。

　

８
月
16
日
・
17
日
、
由
布
院
の

サ
レ
ジ
ア
ン
シ
ス
タ
ー
経
営
の

研
修
の
家
で
、
福
岡
教
区
立
カ

ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
の
主
任
教
諭
14

人
が
参
加
す
る
研
修
会
が
行
わ
れ

た
。
日
頃
の
労
苦
を
互
い
に
労
う

と
共
に
、
親
睦
と
学
び
で
あ
る
。

　

講
師
を
務
め
た
宮
原
良
治
司
教

（
教
区
立
幼
稚
園
理
事
長
）
は
「
カ

ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
の
主
任
の
役

割
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
「
教
育
と

宗
教
」
に
つ
い
て
話
し
た
。

　

「
教
育
基
本
法
で
挙
げ
ら
れ
て

い
る
人
格
の
完
成
を
目
指
す
た
め

に
宗
教
教
育
は
必
要
な
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
今
の
保
育
者
が
ど
の

新
任
教
諭
は
「
自
分
と
の
出
会
い
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

福
岡
教
区
立
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚

園
の
新
任
教
職
員
の
研
修
会
が
、

主
任
研
修
か
ら
１
週
間
後
の
８
月

22
日
か
ら
24
日
ま
で
、
同
じ
由
布

院
の
研
修
の
家
で
開
催
さ
れ
た
。

　

「
新
任
の
先
生
た
ち
に
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
精
神
や
姿
勢
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
宮
原
良
治

司
教
（
教
区
立
幼
稚
園
理
事
長
）

の
要
望
に
応
え
る
形
で
初
め
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
キ
リ
ス
ト
教
入
門
講
座
と
し

て
知
ら
れ
る「
キ
リ
ス
ト
教
講
座
」

（
グ
リ
フ
ィ
ン
講
座
）
の
第
１
部

「
自
分
と
の
出
会
い
」
を
開
催
趣

旨
に
沿
っ
て
ア
レ
ン
ジ
し
、
日
頃

か
ら
本
講
座
を
小
教
区
等
で
担
当

し
て
い
る
福
岡
と
熊
本
の

信
徒
が
オ
カ
ロ
ー
ル
神
父

（
小
郡
教
会
主
任
・
聖
コ
ロ

ン
バ
ン
会
）
と
と
も
に
準

備
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
わ

た
し
た
ち
は
ユ
ニ
ー
ク
」。

　

参
加
者
は
、
福
岡
と
熊

本
の
幼
稚
園
か
ら
の
５
人

で
、
全
員
が
非
信
者
の
先

生
た
ち
。
全
15
の
課
題
に

一
つ
ひ
と
つ
熱
心
に
取
り

組
み
、
自
己
と
向
き
合
い
、

ま
た
周
囲
と
交
わ
っ
て
支

え
合
う
中
で
自
分
を
知
る

と
い
う
体
験
を
経
て
、
新
た
な
自

分
に
出
会
っ
て
い
っ
た
。

　

宮
原
司
教
も
一
参
加
者
と
し
て

全
日
程
を
共
に
し
た
。
終
わ
り
に

参
加
者
か
ら
、「
園
長
先
生
に
言

わ
れ
て
、
何
が
あ
る
の
か
見
当
も

つ
か
ず
、
修
道
院
と
い
う
場
所
も

初
め
て
で
不
安
な
気
持
ち
で
参
加

し
ま
し
た
が
、
受
付
で
の
優
し
い

応
対
に
安
心
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
入
っ
て
い
け
ま
し

た
」。「
い
つ
も
自
分
の
足
り
な
い

点
ば
か
り
に
目
を
向
け
が
ち
だ
っ

た
こ
と
を
知
り
、
自
分
に
も
い
い

と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

た
。
貴
重
な
体
験
で
し
た
」
と
の

声
が
あ
っ
た
。

そ
の
責
任
の
大
き
さ
を
か
み
し
め

て
お
り
ま
す
」
と
語
っ
た
。

(

宗
法)

高
宮
カ
ト
リ
ッ
ク

　

  　
　

幼
稚
園

(

宗
法)

茶
山
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　

  

幼
稚
園

(

宗
法)

西
新
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　

  

幼
稚
園

(

宗
法)

二
日
市
カ
ト
リ
ッ 

　
　
　

  

ク
幼
稚
園

(

宗
法)

天
使
幼
稚
園

(

宗
法)

吉
野
天
使
幼
稚
園

(

宗
法)

カ
ト
リ
ッ
ク
聖
ク

　
　
　

  

ラ
ラ
幼
稚
園

(

学
法)

小
郡
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　

  

幼
稚
園

(

学
法)

久
留
米
聖
母
幼
稚

　
　
　

  

園

(

学
法)

笹
丘
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　

  

幼
稚
園

(

学
法)

福
岡
雙
葉
小
学
校

　
　
　

  

附
属
幼
稚
園

(

学
法)

大
濠
聖
母
幼
稚
園

(

学
法)

カ
ト
リ
ッ
ク
光
丘

　
　
　

  

幼
稚
園

(

学
法)

福
岡
海
星
女
子
学

　
　
　

  

院
マ
リ
ア
幼
稚
園

(

学
法)

聖
心
ウ
ル
ス
ラ
幼

　
　
　

  

稚
園

(

学
法)

久
留
米
信
愛
女
学

　
　
　

  

院
幼
稚
園

(

学
法)

暁
の
星
幼
稚
園

(

宗
法)

飯
塚
聖
母
幼
稚
園

(

宗
法)

小
倉
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　

  

幼
稚
園

(

宗
法)

戸
畑
天
使
園

(

宗
法)

水
巻
聖
母
幼
稚
園

(

宗
法)

湯
川
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　

  

幼
稚
園

(

宗
法)

若
松
天
使
園

(

学
法)

田
川
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　

  

幼
稚
園

(

学
法)

門
司
聖
母
幼
稚
園

(

学
法)

行
橋
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　

  

幼
稚
園

(

学
法)

八
幡
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　

  

幼
稚
園

(

学
法)

聖
ヨ
ゼ
フ
幼
稚
園

(

宗
法)

佐
賀
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　

  

幼
稚
園

(

宗
法)

唐
津
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　

  

幼
稚
園

(

宗
法)

武
雄
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　

  

幼
稚
園

(

宗
法)

鳥
栖
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　

  

幼
稚
園

(

学
法)

伊
万
里
カ
ト
リ
ッ

　
　
　

  

ク
幼
稚
園

(

学
法)

鹿
島
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　

  

幼
稚
園

(

学
法)

多
久
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　

  

幼
稚
園

(

学
法)

ロ
ザ
リ
オ
幼
稚
園

(

宗
法)

カ
ト
リ
ッ
ク
さ
ゆ

　
　
　

  

り
園

(

学
法)

菊
池
聖
母
幼
稚
園

(

学
法)

熊
本
信
愛
女
学
院

　
　
　

  

幼
稚
園

(

学
法)

熊
本
聖
母
愛
児
幼

　
　
　

  

稚
園

(

学
法)

人
吉
幼
稚
園

(

学
法)

本
渡
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　

  

聖
心
幼
稚
園

(

学
法)

明
光
幼
稚
園

(

学
法)

八
代
白
百
合
学
園

　
　
　

  

幼
稚
園 

(

社
福
）
海
の
星
保
育
園

(

社
福
）
光
の
園
保
育
園

(

社
福
）
吉
塚
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　

  

保
育
園

(

社
福
）
湯
川
聖
母
園

(

社
福
）
小
百
合
保
育
園

(

社
福
）
マ
リ
ア
保
育
園

(

社
福
）
殿
の
浦
愛
児
園

(

社
福
）
聖
母
保
育
園

(

社
福
）
天
使
の
園
保
育
園

　

＊
２
０
１
１
年
10
月
１
日
現
在

福
岡
教
区
の
中
に
あ
る
幼
児
教
育
の
現
場

【
保
育
園
】

開会の挨拶に立つ宮原司教と笑顔のスタッフ

雑誌の切抜きや小物で表現した『自画像』に向合う

■
入
園
願
書
配
布
中
。

　

随
時
、
入
園
説
明
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
福
岡
地
区

◎
北
九
州
地
区

◎
佐
賀
地
区

◎
熊
本
地
区

◇
北
九
州
地
区

◇
熊
本
地
区

◇
佐
賀
地
区

◇
福
岡
地
区

初
の
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
主
任
教
諭
研
修
会

士
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
分
か
ち

合
い
を
通
し
、
理
解
を
深
め
た
。

　

尚
、
３
回
目
は
11
月
25
日
に
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　

上
智
福
岡
中
学
高
等
学
校
の
浦

善
孝
神
父
は
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
学

校
は
教
会
の
一
部
で
あ
り
、
青
少

年
に
必
要
な
一
般
教
育
と
キ
リ
ス

ト
教
的
価
値
観
に
基
づ
く
教
育
を

行
な
う
施
設
で
あ
る
と
い
う
意
識

を
学
校
が
持
つ
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
学
校
は
教
会
と
の
結
び

つ
き
を
も
っ
と
深
め
て
ゆ
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
教
区
の
信
徒
の
皆

様
に
も
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
の
存
在

意
義
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
」
と
語
っ
た
。

【
幼
稚
園
】
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大
槌
町
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
私

の
目
に
飛
び
込
ん
で
来
た
の
は
、

ま
さ
に
目
を
疑
い
た
く
な
る
よ
う

な
光
景
だ
っ
た
。
こ
こ
は
日
本

か
？
ま
る
で
中
近
東
の
紛
争
地
帯

の
よ
う
。
私
は
昭
和
39
年
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
の
生
ま
れ
。

い
わ
ゆ
る
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代

だ
が
、
震
災
を
知
る
世
代
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
戦
争
を
語
り
継
ぐ

事
が
大
事
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ

の
震
災
を
も
語
り
伝
え
て
行
く
事

を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

続
い
て
、
現
地
で
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
を
営
ん
で
お
ら
れ
た
信
者
さ

ん
が
、
な
ん
と
か
津
波
に
耐
え
た

建
物
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
と

し
て
提
供
し
て
く
だ
さ
る
と
い

う
、
そ
の
建
物
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
そ
こ
は
ま
さ
に
被
災

の
中
心
と
い
っ
た
感
じ
だ
っ
た
。

近
隣
の
人
々
は
こ
の
ビ
ル
の
屋
上

に
登
り
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
救
助
さ

れ
た
と
い
う
、
ロ
ー
プ
が
わ
り
に

使
用
さ
れ
た
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
な

も
の
が
、
あ
ま
り
に
も
生
々
し
く

背
筋
が
凍
り
つ
く
思
い
だ
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
３
ヶ
月
こ
ち
ら
久
慈

市
も
ま
だ
ま
だ
暑
い
。
こ
ち
ら

の
ニ
ュ
ー
ス
と
い
え
ば
、
仮
設

住
宅
近
辺
に
ク
マ
が
出
没
す
る
そ

う
だ
。
避
難
所
は
ほ
と
ん
ど
閉
鎖

に
な
っ
て
い
る
。
仮
設
住
宅
も

１
０
０
％
完
成
し
た
よ
う
だ
が
、

場
所
が
不
便
な
所
が
多
く
、
入
居

を
望
ま
な
い
被
災
者
も
多
い
よ
う

だ
。
ま
た
こ
れ
か
ら
寒
く
な
っ
て

来
る
が
、
灯
油
が
例
年
に
比
べ
て

14
円
程
値
上
が
り
し
て
い
て
１
ℓ

あ
た
り
89
円
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い

る
。
震
災
で
精
油
の
施
設
が
や
ら

れ
て
い
る
か
ら
だ
そ
う
だ
。
灯
油

が
沢
山
あ
る
と
助
か
る
か
も
知
れ

な
い
。
後
は
や
は
り
、
こ
ち
ら
に

観
光
に
来
た
り
名
産
品
を
購
入
し

た
り
し
て
も
ら
え
る
と
一
番
助
か

る
よ
う
で
あ
る
。

　

久
慈
教
会　

伊
東
成
晃
神
父

　

東
日
本
大
震
災
か
ら

半
年
目
を
迎
え
た
９
月

11
日
（
日
）、
午
後
２
時

30
分
か
ら
、
カ
ト
リ
ッ

ク
大
名
町
教
会
で
「
東
日
本
大

震
災
に
心
を
と
め
、
死
者
へ
の
追

悼
・
被
災
者
へ
の
慰
め
・
被
災
地

の
再
生
を
求
め
る
合
同
礼
拝
」
が

福
岡
市
内
キ
リ
ス
ト
教
諸
教
会
よ

り
２
５
０
人
が
参
列
し
て
行
わ
れ

た
。

　

主
司
式
者
宮
原
良
治
司
教
の
挨

拶
と
招
き
の
こ
と
ば
に
続
い
て
、

復
活
の
ろ
う
そ
く
に
灯
が
と
も
さ

れ
て
集
会
が
始
ま
っ
た
。

　

共
同
司
式
者
の
日
本
聖
公
会
九

州
教
区
長
五
十
嵐
正
司
主
教
の
先

唱
で
詩
編
46
編
を
唱
え
て
、
神
の

力
強
い
救
い
の
業
を
た
た
え
、
つ

い
で
香
の
煙
が
立
ち
込
め
る
中
、

ヨ
ハ
ネ
福
音
書
よ
り
ラ
ザ
ロ
の
復

活
の
場
面
（
11
・
17-

27
）
が
朗

読
さ
れ
た
。

　

２
時
46
分
、
大
震
災
発
生
の
時

刻
、
鐘
楼
の
鐘
が
鳴
る
中
、
全
員

で
亡
く
な
れ
た
方
々
の
た
め
に
黙

祷
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
つ
い
で
、

日
本
基
督
教
団
、
日
本
聖
公
会
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
代
表
が
そ
れ

ぞ
れ
の
被
災
地
で
の
被
災
状
況
と

復
旧
活
動
状
況
を
報
告
し
、
各
教

会
と
も
被
災
地
の
教
会
と
協
力
し

て
救
援
ベ
ー
ス
を
設
置
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
ま
た
ミ

サ
や
礼
拝
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
る

よ
う
司
祭
、
牧
師
を
派
遣
し
て
い

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

　

日
本
基
督
教
団
の
入
江
清
弘
牧

師
は
説
教
で
、
聖
書
朗
読
よ
り
、

マ
リ
ア
、
マ
ル
タ
の
「
主
よ
、
あ

な
た
が
こ
こ
に
い
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
ら
」
を
取
り
上
げ
、
こ
の
苦

あ
の
大
震
災
か
ら
半
年　

現
地
で
の
体
験
と
報
告 

祈
り

　

震
災
か
ら
半
年
が
過
ぎ
た
。
６
月
の
司
教
総
会
に
お
い
て
、
岩
手
県

の
久
慈
教
会
を
長
崎
教
会
管
区
で
司
牧
す
る
こ
と
に
な
り
、
伊
東
成
晃

神
父
が
派
遣
さ
れ
て
３
ヶ
月
。
ま
た
、大
槌
地
区
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー

ス
を
置
き
、
中
長
期
的
な
支
援
活
動
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
地

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
継
続
し
た
参
加
も
大
き
く
期
待
さ
れ
る
。

2011 年 11 月 23 日 ( 水・祝）福岡教区の日
１１月２３日 ( 水）、カテドラル大名町教会で開催されます。

　2011 年の年間テーマ「ともに学び、祝い、生きる、伝える家庭共同体」について、各小教区から今取り組んでいること、今後取り組
もうとしていることなどを発表し合い、各小教区の情報交換などもできたらと企画されました。　

　今後、準備委員会・教区事務局の方から具体的な情報が出されることになります。

仙
台
教
区
岩
手
県
の
久
慈
教
会
地
区
か
ら

難
の
中
に
あ
っ
て
、
主
キ
リ
ス
ト

が
共
に
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
信

頼
し
、
苦
し
み
を
担
い
合
い
、
祈

り
合
っ
て
い
こ
う
と
励
ま
し
た
。

　

取
り
成
し
の
祈
り
で
、
死
者
へ

の
追
悼
、
被
災
者
へ
の
慰
め
、
被

災
地
の
再
生
、
支
援
者
の
た
め
、

キ
リ
ス
ト
教
全
共
同
体
の
た
め
に

祈
り
、「
主
の
祈
り
」
を
全
員
で

唱
え
、
最
後
に
日
本
福
音
ル
ー
テ

ル
教
会
も
加
わ
っ
た
全
教
派
の
司

教
、
主
教
、
牧
師
が
祝
福
を
祈

り
、
主
と
隣
人
に
仕
え
る
た
め
キ

リ
ス
ト
の
光
を
た
ず
さ
え
て
世
に

出
て
行
こ
う
と
の
派
遣
の
こ
と
ば

が
あ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
強
く
実
感
す

る
今
回
の
合
同
礼
拝
を
終
え
た
。

　

８
月
27
日
（
土
）
28
日
（
日
）

の
両
日
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
医
師

会
福
岡
支
部
（
支
部
長
＝
宗
信
夫

医
師
）
は
「
ま
ん
な
か
に
い
の
ち

〜
い
の
ち
へ
の
ま
な
ざ
し
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神

学
院
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
カ

ト
リ
ッ
ク
医
療
関
連
学
生
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
医
学
生
・

看
護
学
生
な
ど
若
い
医
療
者
30
余

人
を
含
む
１
５
０
人
あ
ま
り
が
全

国
か
ら
参
加
し
た
。

　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
医
師
会
長
の

石
島
武
一
医
師
は
「
例
年
に
な
い

企
画
で
若
い
学
生
や
先
生
方
の
参

加
を
非
常
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
」
と
挨
拶
。

　

今
回
、
企
画
の
準
備
窓
口
と
も

な
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
医
師
会
福
岡

支
部
や
、
聖
マ
リ
ア
病
院
（
久
留

米
市
）
の
呼
び
か
け
で
福
岡
地
区

の
青
年
有
志
も
準
備
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
当
初
よ
り
参

加
、
若
者
ら
し
い

リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

の
要
素
も
取
り
入

れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
準
備
さ
れ
た
。

　

初
日
、
開
催
の

挨
拶
に
続
い
て
仙

台
カ
ト
リ
ッ
ク
医

師
会
員
の
木
島
三

夫
医
師
が
「
東
日

本
大
震
災
の
大
津

波
を
ま
と
も
に
か

ぶ
っ
て
〜
生
き
延

び
た
一
人
と
し

て
」
と
題
し
て
、

ご
自
身
が
胸
ま
で

津
波
を
か
ぶ
り
な
が
ら
や
っ
と
脱

出
、
歯
科
医
師
で
あ
る
三
男
の
研

さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
体
験
や
災
害

の
現
状
な
ど
を
生
々
し
い
映
像
と

共
に
語
っ
た
。
静
ま
り
返
っ
た
会

場
に
い
の
ち
の
重
み
へ
の
共
感
が

広
が
っ
て
い
た
。

　

２
日
間
の
企
画
は
広
い
神
学
院

が
会
場
。
そ
の
利
用
の
便
宜
を

知
っ
て
も
ら
う
意
図
も
持
っ
た
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
５
・
６

人
の
グ
ル
ー
プ
で
館
内
か
ら
校
庭

ま
で
25
箇
所
を
回
る
ポ
イ
ン
ト
ラ

リ
ー
に
な
っ
て
い
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
講
師
の
15
分
の

短
い
発
題
の
後
で
小
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
う
方
法
で
進
め
ら
れ
た
。

　

発
題
は
３
つ
「
い
の
ち
の
は
じ

め
」、「
い
の
ち
の
終
わ
り
方
」、「
い

の
ち
の
福
音
」
そ
の
都
度
、
メ
ン

バ
ー
を
交
代
し
な
が
ら
熱
の
こ

も
っ
た
分
か
ち
合
い
が
続
い
た
。

　

看
護
学
生
＝
宗
教
中
心
の
内
容

だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
宗

教
だ
け
で
は
な
く
、「
い
の
ち
の

は
じ
ま
り
と
お
わ
り
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
対
し
、
看
護
学
生
と
し

て
の
自
分
の
思
い
や
考
え
も
伝
え

ら
れ
る
場
で
し
た
。
参
加
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
。

　

新
人
看
護
師
＝
現
場
で
の
現
実

に
大
き
な
壁
を
感
じ
、
辞
め
た
い

と
思
っ
て
い
た
ら
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

の
先
輩
か
ら
参
加
を
勧
め
ら
れ
参

加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。
い
の
ち

に
向
き
合
う
意
味
が
見
え
て
き
た

よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

医
療
関
連
学
生
セ
ミ
ナ
ー
福
岡
で
開
催

日本カトリック信徒宣教者会

2012 年度　派遣候補者募集

ともに、生きる。

　日本カトリック信徒宣教者会は、現在カンボジア、東チモー
ルの 2カ国へ 8人の信徒宣教者を派遣しています。
　派遣者は４月から７ヶ月間日本で研修を受けた後、現地での
語学研修を含め２年半は派遣され、子どもたちへの衛生教育や
識字教育、生活向上支援、プライマリ・ヘルスケアの展開など様々
な活動を行なっています。あなたも信徒宣教者となって、アジ
アの人々とともに生活し、喜びや悲しみを分かち合いませんか。

　応募資格：●年齢 21歳以上●受洗後 3年以上●基礎的な英語力
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を
感
じ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
ら
」
と

聞
き
ま
し
た
。

　

学
生
も
４
日
間

の
活
動
で
新
し

い
出
会
い
や
気
づ

き
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
の
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。「
忘

れ
て
い
ま
せ
ん
」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

被
災
地
の
方
に
届

け
る
た
め
に
、
彼

女
た
ち
と
と
も
に

柔
軟
な
ア
イ
デ
ィ

ア
と
行
動
力
で
で

き
る
こ
と
に
取
り

組
み
た
い
。

　

大
名
町
教
会　

　
　

田
上
朝
子　

て
写
真
を
見
つ
め
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
眼
差
し
や
様
子
、
友
達
の
写
真

を
見
つ
け
て
「
あ
っ
た
ー
！
」
と

声
を
あ
げ
家
族
に
知
ら
せ
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
、
震
災
を
境
に
会
え

な
く
な
っ
て
い
る
人
た
ち
を
探
し

求
め
て
い
る
心
が
ど
れ
ほ
ど
痛
み

傷
つ
き
乾
い
て
い
る
か
を
感
じ
ま

し
た
。「
ふ
ぃ
り
あ
」
で
出
会
っ

た
地
域
の
方
々
か
ら
「
遠
い
所
か

ら
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と

声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
心
に

残
っ
た
の
で
ベ
ー
ス
に
戻
っ
た
と

き
に
話
す
と「
震
災
直
後
に
比
べ
、

報
道
の
量
も
減
っ
て
き
て
い
る
。

被
災
者
の
一
番
の
望
み
は
『
忘
れ

な
い
で
も
ら
い
た
い
』
と
い
う
こ

と
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
に
『
忘

れ
て
い
ま
せ
ん
』
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

勝
手
に
抱
い
て
い
た
「
復
興
が
進

ん
で
い
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

砕
か
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
滞
在
し
た
期
間
、
カ

リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン「
釜
石
ベ
ー
ス
」

に
は
約
20
〜
30
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
被
災
者
の
た
め
に
何
か
を
し

た
い
と
い
う
思
い
で
日
本
各
地
か

ら
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
参
加
し
た
活
動
は
、
写
真

の
洗
浄
作
業
と
「
ふ
ぃ
り
あ
」
で

し
た
。「
ふ
ぃ
り
あ
」は
、釜
石
ベ
ー

ス
地
域
で
被
災
さ
れ
た
方
々
同
士

の
交
流
や
心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し

て
無
料
の
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
と
日

用
品
等
の
物
資
提
供
を
行
う
も
の

で
す
。
写
真
洗
浄
の
作
業
を
し
て

い
る
場
所
は
、
同
時
に
展
示
会
場

で
あ
り
、
日
曜
日
に
は
家
族
で
来

ら
れ
て
ご
自
身
の
写
真
は
も
ち
ろ

ん
、
友
人
知
人
の
姿
を
探
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
息
を
詰
め

　

９
月
３
日
か
ら
４
日
間
、
勤
務

先
の
聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
（
久
留

米
市
）
の
学
生
５
人
と
と
も
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。
震
災
発
生
か
ら
ま
も
な
く

６
ヶ
月
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た

け
れ
ど
も
、
釜
石
市
内
は
信
号
や

街
灯
も
消
え
た
ま
ま
、
道
路
は
車

が
走
行
で
き
る
よ
う
障
害
物
は
取

り
除
か
れ
て
い
て
も
、
店
舗
や
住

居
に
灯
が
と
も
る
気
配
は
ま
だ
感

じ
ら
れ
ず
、
テ
レ
ビ
等
を
通
じ
て

福岡市内キリスト教各派が合同祈祷会

釜
石
ベ
ー
ス
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
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☆
目
か
ら
う
ろ
こ
ロ
ザ
リ
オ
の

　
　

祈
り 

ー
再
入
門　

　
　
　
　
　
　

来
住
英
俊　

著　

　

ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
に
魅
力
を
感

じ
な
が
ら
も
挫
折
し
た
人
、
な
じ

め
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
へ
贈
る

再
入
門
書
。
ロ
ザ
リ
オ
の
単
純
な

祈
り
方
を
は
じ
め
、
ロ
ザ
リ
オ
の

祈
り
の
変
遷
や
感
動
的
な
逸
話
を

も
紹
介
。

　

女
子
パ
ウ
ロ
会
発
行

　
　
　

税
込
定
価　

７
８
８
円

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

☆
侍
と
キ
リ
ス
ト　

　

…
ザ
ビ
エ
ル
日
本
航
海
記

　
　
　

ラ
モ
ン
・
ビ
ラ
ロ　

著

　
　
　
　
　
　

宇
野
和
美　

訳

　

副
題「
ザ
ビ
エ
ル
日
本
航
海
記
」

が
示
す
よ
う
に
実
在
の
キ
リ
ス
ト

教
伝
道
師
が
滞
在
し
て
い
た
日
本

を
舞
台
に
し
た
、
ス
ペ
イ
ン
人

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
異
色
の

時
代
小
説
。
ザ
ビ
エ
ル
の
多
数
の

書
簡
な
ど
を
基
に
創
作
し
た
。
元

禄
期
の
将
軍
側
用
人
柳
沢
吉
保
の

家
に
伝
わ
る
「
ザ
ビ
エ
ル
と
い
う

勇
猛
果
敢
な
南
蛮
人
の
記
録
」
を

ひ
も
と
く
形
で
、
ザ
ビ
エ
ル
の
２

年
３
カ
月
に
及
ぶ
日
本
布
教
の
物

語
が
、
鹿
児
島
、
京
都
、
山
口
な

ど
を
め
ぐ
り
な
が
ら
展
開
す
る
。

　

平
凡
社
発
行

　
　
　

税
込
定
価
２
３
１
０
円

＊
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
は
10
月
３
日
〜

　

６
日
ま
で
研
修
の
た
め
休
業
。

　

こ
こ
数
年
、
老
若
男
女
が
参
加

で
き
る
運
動
会
形
式
と
な
っ
て
い

た
が
、
本
来
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で

始
め
ら
れ
た
大
会
で
あ
る
。
こ
の

２
つ
を
同
時
に
行
う
と
い
う
、
全

く
新
し
い
試
み
で
８
月
21
日
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ど
の
教
会
も
若
い
世
代
の
減
少

で
競
技
種
目
に
工
夫
が
必
要
と
な

り
、
準
備
委
員
会
の
悩
み
の
タ
ネ

で
あ
る
。
問
題
は
参
加
人
数
と
熱

中
症
対
策
。
近
年
の
猛
暑
で
社
会

問
題
に
も
な
っ
て
い
る
熱
中
症
だ

け
に
、
防
止
策
に
対
処
法
ま
で
検

討
し
準
備
し
た
。

　

大
会
当
日
は
前
日
か
ら
の
大
雨

の
中
、
体
育
館
で
ミ
サ
が
始
ま
っ

た
。
途
中
か
ら
カ
ミ
ナ
リ
ま
で
鳴

り
響
き
、
一
時
は
ど
う
な
る
か
と

思
い
き
や
、
雨
も
あ
が
り
グ
ラ
ン

ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
信
じ
ら
れ

な
い
ほ
ど
水
は
け
が
良
く
、
プ

レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
然

で
は
あ
る
が
、
体
育
館
内
で
も
大

盛
り
上
が
り
で
あ
る
。

　

気
が
付
け
ば
大
会
も
無
事
終
了

し
ホ
ッ
ト
し
た
時
、
準
備
段
階
か

ら
ず
ぅ
ー
っ
と
傍
で
聖
母
が
助
け

て
下
さ
っ
て
い
た
の
だ
と
確
信
し

た
。
当
日
、
あ
の
天
気
で
ま
さ
か

二
つ
の
競
技
が
全
て
実
施
出
来
る

な
ん
て
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
不
可

能
と
思
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
・・・
。

　

皆
で
心
を
一
つ
に
し
て
祈
る
こ

と
の
尊
さ
と
、
そ
の
強
さ
で
願
い

を
聞
い
て
下
さ
っ
た
聖
母
に
心
か

ら
感
謝
の
大
会
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
筑
後
地
区
の
親
睦
は
さ
ら
に
深

ま
っ
た
。

　

久
留
米
教
会　

信
徒
会
長　

　
　
　
　
　
　
　

平
田　

文
夫

　

７
月
16
日
、
福
岡
カ
ル
メ
ル
会

修
道
院
（
院
長
＝
Sr.
正
野
寛
子
）

で
は
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
記
念

ミ
サ
が
、
宮
原
司
教
主
司
式
、
大

神
学
院
院
長
牧
山
神
父
・
嘉
松
神

父
・
中
嶋
神
父
の
共
同
司
式
に
よ

り
執
り
行
わ
れ
た
。

　

カ
ル
メ
ル
山
の
聖
母
の
祭
日
、

60
年
の
歳
月
に
思
い
を
致
し
、
聖

堂
は
静
か
な
祈
り
に
包
ま
れ
た
。

　

カ
ル
メ
ル
会
福
岡
招
致
計
画
は

74
年
前
に
遡
る
。『
１
９
３
７
年

10
月
、
来
日
し
て
い
た
聖
ス
ル
ピ

ス
会
カ
ナ
ダ
管
区
長
ヌ
ー
プ
師
は

あ
る
会
議
の
席
上
「
私
は
神
学
校

設
立
の
暁
に
は
、
神
学
校
の
す
ぐ

側
に
、
カ
ル
メ
ル
会
を
呼
び
よ
せ

る
と
神
に
約
束
し
ま
し
た
」
と
打

ち
明
け
た
』(

聖
ス
ル
ピ
ス
会
日

本
渡
来
50
周
年
記
念
誌)

。

　

大
神
学
校
の
創
立
が
決
定
的
と

な
っ
た
１
９
４
７
年
、
駐
日
教
皇

庁
公
使
フ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
グ
大
司

教(

ベ
ル
ギ
ー
人)

は
、
大
神
学

校
の
側
に
ベ
ル
ギ
ー
・
ブ
ル
ー

ジ
ュ
の
カ
ル
メ
ル
会
を
招
い
た
。

特
に
、
日
本
の
司
祭
養
成
と
神
学

生
の
た
め
に
祈
る
よ
う
に
と
の
意

向
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

日
本
創
立
を
決
定
し
た
ブ
ル
ー

ジ
ュ
の
カ
ル
メ
ル
会
か
ら
は
、

１
９
５
０
年
に
３
人
の
創
立
者
が

日
本
へ
出
発
、
１
９
５
１
年
７
月

15
日
カ
ル
メ
ル
山
の
聖
母
の
日
の

前
夜
福
岡
に
到
着
、
大
神
学
校
の

向
か
い
側
の
丘
で
「
サ
ル
ヴ
ェ
・

レ
ジ
ナ
」
を
歌
っ
て
未
来
の
修
道

院
を
聖
母
に
奉
献
し
た
。

　

以
来
60
年
、
大
神
学
校
の
側
で

40
年
余
の
祈
り
の
歳
月
を
重
ね
、

１
９
９
３
年
に
は
、
環
境
の
大
き

な
変
化
の
た
め
西
区
今
宿
上
ノ
原

に
移
転
し
た
。
し
か
し
、「
日
本

の
司
祭
養
成
と
神
学
生
の
た
め
に

祈
る
」
と
い
う
創
立
の
目
的
は
変

わ
る
こ
と
は
な
い
。

第
25
回 

筑
後
地
区
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

８
月
16
日
か
ら
18
日
、
新
田
原

教
会
で
の
召
命
学
校
に
参
加
し
ま

し
た
。
テ
ー
マ
は
「
神
様
と
い
つ

も
一
緒
」
で
、
東
日
本
大
震
災
を

通
し
て
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
も

の
で
し
た
。

　

ぼ
く
は
東
日
本
大
震
災
の
被
害

が
と
て
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
は

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
詳
し
い
こ

と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
召
命
学
校
で
実
際
に

現
地
に
行
っ
て
き
た
２
人
の
神
父

様
と
１
人
の
シ
ス
タ
ー
の
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
神
父
様

方
は
、
側
溝
の
ヘ
ド
ロ
を
取
り
除

く
作
業
を
し
た
時
は
、
と
て
も
臭

　

ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
デ
イ
で

ス
ペ
イ
ン
に
行
き
、
サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー

ラ
へ
の
巡
礼
と
、
本
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

日
常
か
ら
離
れ
、
同
じ
信

仰
を
持
っ
た
仲
間
達
と
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
心
身
共
に
過
酷
な
旅
で
も
あ

り
ま
し
た
。
苦
し
い
中
で
必
ず
誰

か
が
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
手
を

引
い
て
く
れ
、
荷
物
を
支
え
て
く

れ
、
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
い

つ
も
神
様
が
一
緒
に
い
て
く
だ
さ

る
事
を
初
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
出
会
い
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
自
身
も
苦
し
い

の
に
困
っ
て
い
る
人
に
、
笑
顔
で

手
を
差
し
伸
べ
て
い
る
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
の
信

仰
の
内
に
生
き
て
い
る
人
は
強

く
、
や
さ
し
く
、
私
も
そ
の
よ
う

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

帰
国
後
、日
常
生
活
が
始
ま
り
、

今
ま
で
の
よ
う
に
小
さ
な
事
に
す

ぐ
く
よ
く
よ
し
た
り
、
腹
を
立
て

く
、
ガ
ラ
ス
に
刺
さ
っ
た
り
も
し

た
そ
う
で
す
。
休
み
無
し
で
何
時

間
も
こ
の
作
業
を
し
た
そ
う
で

す
。
こ
れ
で
、
震
災
の
大
き
さ
に

つ
い
て
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

シ
ス
タ
ー
た
ち
は
「
シ
ス
タ
ー

ズ
・
リ
レ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
い
う
団
体
を
つ
く
っ
て
、
炊
き

出
し
や
汚
れ
た
家
の
清
掃
な
ど
を

し
て
き
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
を
聞

福
岡
カ
ル
メ
ル
会 

司
祭
養
成
を
祈
り
60
年

き
「
被
災
者
の
方
々
は
い
ま
も
ま

だ
こ
う
ゆ
う
生
活
を
し
て
い
る
の

だ
な
あ
」
と
被
災
者
の
方
々
の
思

い
を
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ま
と
め
の
中
で
「
ぼ

く
た
ち
は
祈
り
の
力
で
被
災
者
の

方
々
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

「
神
様
と
い
つ
も
一
緒
」
と
言

う
こ
と
は
、
遠
く
に
い
る
僕
た
ち

に
も
何
か
が
で
き
る
こ
と
が
あ

り
、
そ
れ
を
実
行
す
れ
ば
被
災
地

た
り
し
て
し
ま
う
自
分
に
、
早
く

も
く
じ
け
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

　

で
も
、
今
ま
で
の
自
分
と
大
き

く
違
う
こ
と
は
、「
心
に
神
様
が

い
る
」と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

人
生
は
巡
礼
の
旅
。

　

今
後
、
辛
い
時
が
く
る
と
思
い

ま
す
。
ど
ん
な
時
に
も
、
神
様
が

強
い
愛
を
注
い
で
い
て
下
さ
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
い
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い

て
勉
強
し
、
深
く
キ
リ
ス
ト
に
根

ざ
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。
家
族
や
友

人
に
、
私
自
身
の
生
き
方
を
通
し

て
、「
キ
リ
ス
ト
教
っ
て
い
い
な
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ

た
ら
最
高
だ
と
思
い
ま
す
。

　

小
倉
教
会
青
年
信
徒

　
　
　
　
　
　
　
　

内
籐
道
子

人生は巡礼の旅　ＷＹＤ in マドリード

神
さ
ま
と
い
つ
も
一
緒　

被
災
者
の
人
と
繋
が
る

と
少
し
ず
つ
繋
が
っ
て
い
け
る
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
祈
る
こ
と
の
ほ
か
に
は

省
エ
ネ
と
エ
コ
で
す
。
電
気
は
こ

ま
め
に
消
し
、
な
る
べ
く
エ
ア
コ

ン
に
頼
ら
な
い
、
食
べ
物
は
残
さ

な
い
等
、
資
源
や
物
を
大
切
に
す

る
こ
と
は
、
直
接
、
被
災
者
に
は

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
が
こ
う
い
う

生
活
は
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

久
留
米
教
会　

　
　
　
　

中
学
１　

吉
良
優
輝

　

７
月
31
日(

日)

真
夏
の
太
陽

が
照
り
つ
け
る
玉
名
市
民
会
館
、

午
後
２
時
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
始

ま
っ
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
企

画
し
た
の
は
玉
名
教
会
の
尾
池
和

子
さ
ん
。
ア
フ
リ
カ
チ
ャ
ド
の
子

ど
も
達
が
貧
し
く
学
校
に
行
け
な

い
こ
と
を
、
チ
ャ
ド
で
宣
教
活
動

中
の
Sr.
松
山
浩
子(

シ
ョ
フ
ァ
イ

ユ
の
幼
き
イ
エ
ズ
ス
修
道
会)

か

ら
聞
い
た
尾
池
さ
ん
は
音
楽
を
通

し
て
協
力
出
来
る
の
で
は
な
い
か

と
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を

考
え
た
。

　

こ
の
話
を
聞
い
た
友
人
た
ち
は

「
お
手
伝
い
し
た
い
」
と
賛
同
、

教
会
で
は
「
聖
書
の
集
い
」
の
メ

ン
バ
ー
や
女
性
部
へ
と
輪
が
広
が

り
、
Sr.
松
山
の
協
力
も
得
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

折
し
も
東
日
本
大
震
災
と
原
発
の

大
被
害
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
「
東
日

本
と
ア
フ
リ
カ
チ
ャ
ド
へ
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
」
と
な
り
、
出
演
者
も

D
E
M
E
T
E
R
(

デ
メ
ー
テ
ル　

40
数
人
の
男
性
合
唱
団)

、
専
修

大
学
玉
名
高
校
吹
奏
楽
部
、
友
人

の
音
楽
教
師
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

輪
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

多
く
の
人
た
ち
の
協
力
に
よ
っ

て
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
大
入
り
と
な

り
、
前
半
が
終
わ
る
と
Sr.
松
山
に

よ
る
チ
ャ
ド
の
現
状
説
明
。
踊
り

の
披
露
に
会
場
は
和
ん
だ
。
全
員

合
唱
指
揮
者
は
チ
ャ
ド
の
民
族
衣

装
で
奮
闘
、
チ
ャ
ド
の
写
真
・
布
・

装
飾
品
な
ど
の
展
示
・
即
売
も
行

わ
れ
賑
わ
っ
た
。「
支
援
は
細
く

長
く
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、コ
ン
サ
ー

ト
は
福
音
宣
教
の
一
つ
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

千
円
あ
れ
ば
１
年
間
学
べ
る

玉
名
教
会
の
信
徒
と
市
民
が
チ
ャ
ド
と
被
災
地
支
援
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■
聖
霊
に
よ
る
刷
新
福
岡
祈
り
の

集
い
〔
日
時
〕
毎
週
月
曜
11
時
か

ら
12
時
30
分
〔
場
所
〕
大
名
町
教

会
１
階
〔
内
容
〕
賛
美
と
感
謝
の

祈
り
・
聖
書
の
分
か
ち
あ
い
〔
問

合
せ
先
〕
☎
０
９
２
・
５
２
１
・

２
５
０
３
蓮
尾

■
第
54
回
福
岡
典
礼
聖
歌
研
修
会

〔
日
時
〕
10
月
２
日
（
日
）
14
時
か

ら
〔
場
所
〕
カ
ト
リ
ッ
ク
笹
丘
教

会
新
聖
堂
〔
テ
ー
マ
〕
待
降
節
の

詩
編
を
歌
う
⑨
〔
講
師
〕
深
堀
純

氏〔
参
加
費
〕
感
謝
献
金〔
事
務
局
〕

☎
０
９
２
・
５
４
１
・
３
７
３
０

松
山

■
召
命
祈
願
ミ
サ

〔
日
時
〕
10
月
13
日
（
木
）
19
時
半

か
ら
〔
場
所
〕
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

神
学
院
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス

■
ザ
ビ
エ
ル
合
唱
団
練
習
日

〔
日
時
〕
10
月
15
日
（
土
）
13
時
半

〔
場
所
〕
西
新
教
会
〔
問
合
せ
先
〕

０
８
０
・
５
２
４
６
・
８
３
９
５

■
在
世
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
集
会

〔
日
時
〕
10
月
16
日
（
日
）
14
時
か

ら
16
時
〔
場
所
〕
高
宮
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
会
修
道
院
在
世
会
集
会
所

〔
指
導
〕
エ
ド
ウ
ィ
ン
神
父
（
高
宮

教
会
主
任
）〔
問
合
せ
先
〕
☎
０

９
２
・
８
４
３
・
５
８
３
１
岩
崎

■
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
を
歌
う
会

〔
日
時
〕
10
月
18
日(

火
）
11
時〔
場

所
〕
聖
ク
ラ
ラ
寮
（
福
岡
市
南
区

塩
原
）〔
内
容
〕
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖

歌
ミ
サ〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
６
・

３
８
０
・
５
６
８
６
堺
敬
子

■
カ
ル
メ
ル
会
荘
厳
誓
願
式

〔
荘
厳
誓
願
者
〕
日
當
瀬
由
紀
さ

ん
〔
日
時
〕
10
月
30
日
（
日
）
14
時

か
ら
〔
場
所
〕
福
岡
女
子
カ
ル
メ

ル
会
修
道
院
聖
堂
〔
主
司
式
〕
宮

原
良
治
司
教

■
美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー

●
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
に
手
作
り
の

お
昼
ご
は
ん
毎
週
火
曜
日
10
時
30

分
●
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
夜
回
り

第
一
金
曜
日
20
時
●
路
上
か
ら
ア

パ
ー
ト
に
入
居
し
た
方
を
訪
問
第

三
土
曜
日
13
時
﹇
問
合
せ
先
﹈
☎
０

９
２
・
４
３
１
・
１
４
１
９
コ
ー

ス
神
父

■
北
九
州
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
10
月
６
日
（
木
）
14
時
か

ら
〔
場
所
〕
カ
ト
リ
ッ
ク
小
倉
教

会
〔
内
容
〕
ミ
サ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
〔
指
導
〕
井
手
公
平
神
父
（
門
司

教
会
主
任
）〔
問
合
せ
先
〕
０
９

４
９
・
２
４
・
９
９
０
５
藤
井

■
水
巻
教
会
コ
ン
サ
ー
ト

〔
日
時
〕
10
月
16
日
（
日
）
11
時
か

ら
12
時
〔
会
場
〕
カ
ト
リ
ッ
ク
水

編
集
後
記

案　内　板　　会合と催し会合と催し

２日（日）　　　　　　 水巻教会「黙想の家に集い共に祈る会」
５日（水）～７日（金）　長崎純心聖母会
10日(月）～14日(金）　福岡教区邦人司祭黙想会
15日(土）  　　　　　　福岡チェナクルム
16日(日）～22日(土）　サレジオ会黙想会
24日（月）～29日（土）御受難修道会黙想会
29日（土）～30日（日）ＡＰジャパン研修
11月
１日(火）～３日（木）　防府教会婦人部黙想会
４日(金）～９日(水）　心のいおりキリスト者のための内観黙想会
５日(土）～６日(日）　ゆふの会
11日(金）～12日(土）　北九州レジオマリエ黙想会
　〒811-4155   福岡県宗像市名残1056

☎0940・32・3222　渥0940・32・3385　
  Email: fmokuso@mvi.biglobe.ne.jp　

インターネットで検索

福岡黙想の家ご案内　10月

10 月のこよみ

※祈りの集い

年間テーマ：典礼暦年間で教会と ともに祈る
　・日　時：10月13日（木）10時～14時半
　・内　容：日曜日：主の日
指　導　者：フランコ・ソットコルノラ神父（真命山院長）
　　　　　  　ダニエレ  サルツィ・サルトリ神父
　　　　　　　Sr.マリア・デ・ジョウルジ
問合せ先：真命山諸宗教対話・霊性交流センター　
　・次　回：11月10日(木）　待降節　－１
☎0968・85・3100 渥0968・85・3186 ・玉名郡和水町蜻浦
1391-7・E-mail  shinmeizan@chive.ocn.ne.jp 

ともに学び、祝い、生き、
伝える家庭共同体

真命山諸宗教対話・霊性交流センター

巻
教
会
聖
堂
〔
指
揮
〕
新
垣
壬
敏

氏
〔
出
演
〕
ザ
ビ
エ
ル
合
唱
団
〔
入

場
料
〕
１
０
０
０
円
〔
主
催
〕
ザ

ビ
エ
ル
合
唱
団
〔
問
合
せ
先
〕
☎

０
８
０
・
５
２
４
６
・
８
３
９
５

橋
本
◆
収
益
は
水
巻
教
会
へ
献
金

■
小
倉
祈
り
の
集
い

〔
日
時
〕
10
月
28
日
（
金
）
13
時
30

分
か
ら
〔
場
所
〕
カ
ト
リ
ッ
ク
小

倉
教
会
〔
指
導
〕
ガ
ブ
リ
エ
ル
神

父
（
御
受
難
会
）〔
内
容
〕『
み
こ

と
ば
を
味
わ
う
』
賛
美
と
感
謝
の

祈
り
〔
連
絡
〕
☎
０
９
０
・
３
９

８
５
・
５
２
０
９
松
田

■
佐
賀
祈
り
の
集
い

〔
日
時
〕
11
月
５
日
（
土
）
10
時
半

毎
月
第
1
土
曜
日
〔
場
所
〕
佐
賀

カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
〔
内
容
〕
ミ
サ

と
祈
り
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
５

２
・
３
０
・
８
３
４
７　

吉
武

■
熊
本
地
区
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
10
月
21
日（
木
）
11
時〔
場

所
〕
カ
ト
リ
ッ
ク
健
軍
教
会
〔
内

容
〕
新
司
祭
の
家
訪
問
〔
問
合
せ

先
〕
健
軍
教
会
☎
０
９
６･

３
６

８
・
２
８
２
５
青
木
悟
神
父

■
カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
福
岡
支

部
の
集
ま
り

〔
日
時
〕
10
月
９
日(

日
）
14
時
30

分〔
場
所
〕
聖
心
病
院〔
問
合
せ
先
〕

☎
０
９
６
・
３
５
２
・
７
１
８
１　

Sr
竹
内　

平日：  9:30 ～ 12:00
　　　14:30 ～ 20:00
土曜：  9:30 ～ 15:00
休診：日曜・祝祭日

受
付
時
間

福岡市西区姪浜駅南１-7-12- ２F
℡ 092-884-0134
ペトロ 生熊公吉

 

◆　
　
　

北

九

州

福岡教区広報室アドレス
http://fukuoka.catholic.jp
E-mail:cdf-kouhou@nifty.com

福岡黙想の家 検索 ⇒

２日(日）　年間第27主日／松島教会堅信式
４日(火）　アシジの聖フランシスコ
６日(木）　常任司教委員会
７日(金）　ロザリオの聖母／特別臨時司教総会
　　　　　 †Ｊ．ノーリス〔2007年八代教会〕
８日(土）　マリスト学園創立50周年記念式典
９日(日）　年間第28主日／鹿島教会堅信式
　　　　　 †Ｋ．オマホニ〔2003年荒尾教会〕
10日(月）　教区司祭黙想会（黙想の家～14日）　　体育の日
　　　　　 †Ｅ．ハトリック〔2007年笹丘教会〕
15日(土）　ＦＹＣＣ９（カテドラル大名町教会～16日）
16日(日）　年間第29主日／老司教会堅信式
　　　　　 †徳山登〔2000年門司港教会〕
17日(月）　日カ連理事会（沖縄～19日）
18日(火）　聖ルカ福音記者
19日(水）　十字架の聖パウロ
21日(金）　コンフォルティ司教列聖式・巡礼（～29日）
23日(日）　年間第30主日／世界宣教の日(献金）
27日(木）　†Ｈ．キニュ〔2004年天神町教会〕
28日(金）　聖シモン・聖ユダ使徒
30日(日）　年間第31主日／大楠教会堅信式
　　　　　 カルメル修道会荘厳誓願式
11月
１日(土）　教会行政・法制委員会(東京）
２日(日）　常任司教委員会
３日(月）　大分教区創立50周年記念
４日(火）　福岡教区カトリック学校理事長・校長会(久留米）
■ゴチックは司教日程

 

◆　
　
　

福　
　

岡

2011 年福岡地区聖書講座
　　テーマ：福音　～イエスとの出会い

『マタイによる福音書』
　日　時：11 月 20 日 ( 日）　マタイによる「降誕物語」
　講　師：杉原寛信神父（新田原教会主任司祭）
   場　所：カトリック大名町教会１階講堂
   主　催：福岡地区信徒使徒職協議会　聖書典礼部会

北九州地区聖書週間特別講演会
日　時：11 月 20 日（日）14:00 ～ 16:30
講　師：和田幹男神父（大阪教区司祭）
場　所：カトリック小倉教会
主　催：北九州信徒協　

 

◆　
　

佐　
　

賀

 

◆　
　
　

熊　
　

本

2011 年　熊本地区神学講座
イエスを知り、イエスに生き、イエスを伝えよう

～希望　喜びをもたらすミサ～
第５回：10月 16 日（日）　
　　　　イエスを知り、イエスを生き、イエスを伝えよう
　　　　　　　　大山　悟（日本カトリック神学院養成者）
会　場：カトリック手取教会　　13 時半～ 16 時半

ロザリオの月

カテドラルでのゆるしの秘跡
日時：10月15日、11月5日、19日　10時～12時
場所：カトリック大名町教会小聖堂

カトリック通信講座ご案内

どなたでも、いつからでも、どの講座でも、
ご自分のペースでご受講いただけます。

< 全 7 講座 >
T001 キリスト教とは　　　T002 聖書入門〔Ⅰ〕
T003 キリスト教入門　　　T004 神・発見の手引
T005 聖書入門〔Ⅱ〕　　　  T006 幸せな結婚
T007 生きること・死ぬこと

受講料：T001 ～ T004 　4500 円（教材費・税込）
　　　　T005 ～ T007 　5000 円（教材費・税込）
< お申込み方法 >
郵便局に備え付けの振替用紙にご希望の講座名・講
座番号（T001 ～ T007）をご記入のうえ、受講料
を下記にお振込みください。
    振替口座番号　：　00170-2-84745
    加入者名　　　：　オリエンス宗教研究所
●詳細はホームページ（http://www.oriens.or.jp/）
○ e-mail : jimu@oriens.or.jp

日　時　11月 23 日（水・祝）10 時～ 15 時
場　所　カトリック大阪梅田教会（サクラ　ファミリア）
講　話　フィリップ　マッテュ神父〔神言修道会〕
対　象　女性信徒　　／会　費　1000 円（昼食代含む）
申込み　11月 10 日までに　高崎恵子　
　　　　℡・fax　０６－４３９８－２２３６
主　催　　聖マリア在俗会
本　部　　名古屋市昭和区南山町６番１　　　　　
聖マリア在俗会（九州地区　地区長）大山きよ子

募集

日時：10 月 11 日 ( 火）10 時～ 12 時半
会場：カトリック大名町教会（託児あり）
講師：園田善昭神父（真命山　コンベンツアル
　　　　聖フランシスコ修道会司祭）
参加費：無料／主催：福岡地区婦人会
◆家族の中で 1人カトリック信者です。
　・夫に理解してもらうには・親戚との関わりは
　・子どもの宗教教育は・お墓は？
＊一緒に考えてみませんか。

「日常生活の中での諸宗教対話」

日時：11 月６日（日）14 時から
場所：殉教地跡（八代市古城町）
主催：殉教祭実行委員会事務局
　　　カトリック手取教会
実行委員長：牧山勝美神父
＊八代にはヨハネ南五郎左衛門、シモン竹田
　五兵衛など 11 人の殉教者がいます。殉教者
　の心を継承する主旨で準備しています。

八代殉教祭

今、ここで、福音に生かされて・・・
在俗奉献という生き方 

▲
10
月
16
日(

日
）

　

大
楠
教
会

　

茶
山
教
会
と

　
　

幼
稚
園
合
同

▲
10
月
23
日(

日
）

　

高
宮
教
会

　

南
粕
屋
教
会

バザー開催

　

暑
さ
が
や
っ
と
収
ま
っ
て
き

た
。寒
さ
さ
え
感
じ
る
日
が
あ
る
。

季
節
の
変
わ
り
目
に
、
何
か
し
ら

「
来
る
も
の
」
を
感
じ
る
。
何
か

新
し
い
も
の
の
足
音
が
聞
こ
え
て

く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
も
の

か
。
そ
れ
は
自
分
の
生
き
方
に
益

を
与
え
て
く
れ
、
歩
く
こ
と
に
力

強
さ
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
か
。

大
切
な
信
仰
生
活
を
照
ら
し
て
く

れ
、
神
の
方
に
導
い
て
く
れ
る
も

の
か
。
は
た
ま
た
、
身
動
き
が
出

来
な
い
ほ
ど
に
自
分
を
呑
み
こ
ん

で
し
ま
う
も
の
か
。
希
望
と
い
う

足
音
が
恐
怖
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば

い
い
が
。
教
区
で
新
し
い
取
り
組

が
実
践
さ
れ
て
い
く
。
真
意
が
理

解
さ
れ
、
一
つ
の
心
に
な
っ
て
同

じ
と
こ
ろ
を
目
指
せ
る
よ
う
に
と

願
う
。
協
力
一
致
し
て
い
る
姿
を

追
い
、
教
区
報
で
伝
え
て
い
く
よ

う
に
し
よ
う
。
段
々
と
気
温
も
下

が
っ
て
い
く
が
、
皆
の
温
か
い
信

仰
と
希
望
と
愛
の
実
践
の
美
味
し

い
ス
ー
プ
を
冷
め
な
い
う
ち
に
知

ら
せ
て
あ
げ
な
い
と
。

〔日時〕10 月 11 日（火）
　　　６時 20分　ミサ聖祭～
　　  19 時　　　  夕の祈り
〔場所〕カトリック笹丘教会聖堂
〔問合せ先〕
　　　fr05abe19ko@yahoo.co.jp 
　　　Br. 阿部光一（パウロ会）
＊どの時間帯でも参加できます。

震災のための祈りのリレー


